
日南市教育研究所の取組について 

 

１ 目的 

板書計画による授業づくりを軸に効果的な ICT の活用を図る授業実践とその発信を通し

て、所員の授業力向上を図るとともに、日南市の授業力向上に寄与する。 

 

２ 主な取組 

⑴ 板書計画による授業づくりについて 

○ 板書計画による授業づくりの講義・演習を

通して、所員の授業づくりの見方や考え方を

整え、その手法を実践的に身に付けるため、

ＯＪＴに取り組んだ。 

 

⑵ 授業実践とその発信について 

① 授業実践紹介研修会 

○ 目  的：所員が授業実践を紹介し質疑に

応答をすることを通して、所員の

授業力向上を図るとともに、日南

市の授業力向上に寄与する。 

○ 実施日：令和４年１１月１２日、11月２５日 

１２月１日  

○ 参加者：日南市内教諭等 約５０名参加 

○ 内  容：板書計画をもとに効果的な ICT

の活用等の紹介及び協議 

 

② 授業研究会 

○ 目  的： 指導案検討や模擬授業で所員が授業実践をもとに意見交換し授業を創り上

げるとともに、授業公開を通して日南市の授業力向上に寄与する。 

○ 実施日： 令和５年１月１７日（小学校）、２４日（中学校） 

○ 参加者： 日南市内教諭等 約２０名参加 

○ 内  容： 研究授業とワークショップ型の事後研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【研究授業(中学校)の様子】 【研究授業(小学校)の様子】 

【ＯＪＴの様子】 

【授業実践紹介研修会の様子】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ メンターチームでの人材育成 

○ ミドル２名、ヤング５名という所員構成を生かし、ミドル２名をメンターとして、授業研究会の

準備や運営を進めることで、実践的に双方向的に人材育成を図った。 

 

３ 成果と課題 

⑴ 成果 

○ 板書計画による授業づくりを実践的・継続的に取り組んだことで、所員の授業づくりの見方

や考え方を確かにしたり豊かにしたりすることができた。 

○ 授業実践紹介や授業研究会で、授業を解説したり質疑に応えたりする経験をすることで、

所員一人一人の確かな授業に対する意識化・自覚化を図ることができた。 

○ メンターが、授業研究会でグループワークの進行や集約を所員に課し経験を積ませたいと

いう意図を明確にしたことで、所員が能動的・主体的に取り組むことができた。 

 

⑵ 課題 

○ 授業は一単位時間の確かな授業構成があってこその、効果的な ICTの活用でなければな

らない。その意味でも、板書計画は授業力を保管・継承する上でも重要である。その上で、効

果的な ICTの活用について、学校間、教師間といった現状も整理しながら研究を進めていく

必要がある。 

 

 

 

 

【研究同人】 

所  長 都甲政文（日南市教育委員会 教育長） 

副所長 藤岡 博（日南市教育委員会 学校教育担当監） 

研究員 田中寿幸（大堂津小） 小田泰介（細田中） 矢野秀平（油津中） 

小林未幸（南郷中）  石田悠馬（飫肥小） 淵上真穂（吾田小） 

高橋なな（東郷小）  中村拓人（南郷小） 

事務局 上村直輝（日南市教育委員会 指導主事） 

 

【授業研究会(小学校)の様子】 【授業研究会(中学校)の様子】 
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 ※ 次ページの解説と合わせてご覧ください。 



 

○ 「話題とめあてとまとめ」「考える場面」「定着習熟場面」が明確（すなわち精選されている）ということは、教師と子どもの安心感となるので、 

・ 教師の言語行為（指示・発問など）や板書が精選され、テンポがよくなります。（しゃべりすぎという課題の解決） 

・ 間（俯瞰による次の手の選択や授業修正、子どもの思考時間、子どもの姿・発言への感動や尊敬）が生まれます。 

 

○ 「話題とめあてとまとめ」を明確にすると、必然的に「めあてとまとめの間をどのように思考させるか」、「定着・習熟の時間をどのように思考させる

か」考えるようになります。これこそが、日常・実践的に授業力を磨く大切な時間です。 

・ 「めあてとまとめの間の思考（考える場面）」は、平均をやや下回る子どもをターゲットに易しく確かに思考させることが肝要と思われます。どのよう

に易しくするか・・「漫然と考えなさい。」では、何を・どのように考えたらよいのか思考しようとしても思考することができない子どもが見られます。だ

から、思考の仕方や手がかりを明確にして、どの立場にいる子どもも思考に向かいやすくします。ここでの確かな理解が、定着・習熟の時間に効き

ます。 

・ 「定着・習熟の時間の思考」は、子どもがまとめまでの学習内容を根拠に考えたり説明したりすることができるような問題を用いて、学習内容を強

化したり深めたりします。共有（まとめまでの学習内容）したことをもとに考えるので、問題を解決する際に、仲間同士での話し合いや教え合いなど

の学び合いが可能になります。 

 

○ 「ふりかえり」は、教師にも子どもにも学習の有用性を問う上で重要 

・ 子どもならではの学習の解説があり、感動があり、新たな気づきがあり、個性があり、拍子抜けがあり、・・・これらは、一つの授業評価になると思い

ます。その一言に、励まされ、勇気をもち、反省し・・・・教師は子どもによって磨かれるものです。 

 

○ 板書計画での授業づくりから始まる授業力向上 ～４＋４のチェックポイントをしっかり体現できる～ 

・ 子どもの姿を思い浮かべながら、ふりかえりの子どもの言葉を読みながら、子どもへの尊敬や謙虚さを保ちながら、準備をしましょう。試行錯誤の

過程・・これが楽しい愉しいですよね。準備ができたら授業するのが楽しみになりますよね。 

・ 様々な研修を受けることはもちろん大切ですが、研修を受けたことで分かったつもり授業力が高まったつもりになることは避けたいものです。わかる

とできるは違うのです。わかるとできる をつなぐのは、継続（ヤル！）に尽きると思います。 

・ 教材研究となると何か読み込んで調べて作ってなど多くの時間を費やすようなイメージを持たれるかもしれません。私は、日常的・普段的で、だれ

でもできそう、だれでも続けられそう、だれでも力がつけられそうな教材研究をイメージしています。だから、教材研究の情報は教科書限定、板書計

画のみ、です。私の授業を見たら、「あ～それぐらいでいいのか」とか「これならできそう。」とか「確かに特別なことはやっていない。」などの感想をも

つと思います。 

・ とはいいつつ、過重な継続は続きません。だから、一教科からやってみるといいと思います。（その積み重ねで、他教科にも汎用できる自分に出会え

ます。）その際、せめて、まとめまでを明確にして授業に臨めるようにしたいものです。まとめまでを最低限準備すれば、定着・習熟の時間に用いる問

題は、子どもの学びの様相から、パッとアイデアが閃いたり、ひとまず用いようとしていた教科書等の練習問題をその場で加工できたりといったタイ

ムリーヒットが出たりします。 

 



 

 

 

 

 

 

各研究員の実践例 
 



 

飫肥小学校 教諭 石田 悠馬 



 

 
 

吾田小学校 教諭 淵上 真穂 



東郷小学校 教諭 高橋 なな 



 

南郷小学校 教諭 中村 拓人 



 

油津中学校 教諭 矢野 秀平 



 

 
 

細田中学校 教諭 小田 泰介 



 

南郷中学校 教諭 小林 未幸 


